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a, b, c は定数，f(x) は x の整式で次数が 2以下とし，次の等式を考える．

f(x) = x2 + ax+ b+

∫ x

c

f(t) dt. …… (∗)

このとき，次の問いに答えよ．

(1) f(x) の次数が 0または 2の場合には等式 (∗) が成り立たないことを示せ．
(2) f(x) を x と a を用いて表せ．

(3) b を a と c を用いた式で表せ．この式が a についての恒等式となるように b と

c の値を求めよ．
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【答】

(1) 略
(2) f(x) = −2x− a− 2
(3) b = −1, c = −1

【解答】

f(x) = x2 + ax+ b+

∫ x

c

f(t) dt …… (∗)

(1) f(x) の次数を 0 とすると，
∫ x

c

f(t) dtの次数は 1であるから，(∗) の

左辺の次数は 0，右辺の次数は 2

となり，不合理である．

また，f(x) の次数を 2とすると，
∫ x

c

f(t) dt の次数は 3であるから，(∗) の

左辺の次数は 2，右辺の次数は 3

となり，不合理である．
よって，f(x) の次数が 0または 2の場合には等式 (∗) が成り立たない．

…… (証明終わり)

(2) f(x)の次数が 2以下であることと，(1)の結果をあわせると，f(x) の次数は 1であるか
ら，定数 p ( \= 0), q を用いて

f(x) = px+ q

と表すことができる．このとき∫ x

c

f(t) dt =
[
p t2

2
+ qt

]x
c

=
p
2
x2 + qx− pc2

2
− qc

であるから，(∗)は

px+ q = x2 + ax+ b+

(
p
2
x2 + qx− pc2

2
− qc

)
=

(
p
2

+ 1
)
x2 + (a+ q)x+ b− pc2

2
− qc

となり，これは xについての恒等式であるから
p
2

+ 1 = 0 …… 1⃝

a+ q = p …… 2⃝

b− pc2

2
− qc = q …… 3⃝
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1⃝より p = −2 であり， 2⃝より q = −a+ p = −a− 2である．よって

f(x) = −2x − a − 2 ……（答）

である．
(3) 3⃝より，bを aと cで表すと

b =
pc2

2
+ qc+ q

= −2c2

2
− (a+ 2)c− (a+ 2)

= −(c+ 1)a− c2 − 2c− 2

この式が a についての恒等式となる条件は{
c+ 1 = 0

−c2 − 2c− 2 = b

であり，求める bと cの値は

b = −1, c = −1 ……（答）

である．


